
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
阪
市
北
区

災
害
避
難
所
に
つ
い
て
考
え
る

　

本　

出　
　
　

肇　

㈠　

は
じ
め
に

　

日
本
は
世
界
で
類
を
見
な
い
ほ
ど
自
然
災
害
が
多
い
国
と
い
わ
れ
て
い

る
。
地
震
、
火
山
噴
火
、
台
風
、
水
害
、
土
砂
災
害
等
、
災
害
の
種
類
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
災
害
に
お
い
て
私
た
ち
医
療
を
行
う
も

の
の
役
割
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
多
く
の
災
害
と
対
峙
し
、
私
た
ち
医

療
従
事
者
も
災
害
に
対
す
る
医
療
を
進
化
さ
せ
構
築
し
て
き
て
い
る
。
平

成
時
代
の
30
年
余
り
に
震
度
７
の
地
震
は
６
回
起
こ
っ
て
い
る
。
６
回
の

地
震
ご
と
に
甚
大
な
被
害
が
あ
り
、
今
も
人
々
に
忘
れ
ら
れ
な
い
記
憶
と

し
て
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
少
な
か
ら
ず
特
色
を
持
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
災
害
の
経
験
と
教
訓
か
ら
多
く
の
議
論
を
経
て
現
在
の

災
害
時
医
療
対
策
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
２
０
１
９
年
暮
れ
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

（co
vid

-
1
9

）
流
行
下
に
お
い
て
は
、
今
迄
の
災
害
時
避
難
所
の
対
応
を

根
本
か
ら
変
更
せ
ざ
る
負
え
な
い
。
今
で
は
耳
に
胼
胝
が
で
き
る
ほ
ど
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
３
密
を
避
け
る
」
で
あ
る
が
、
避
難
所
生
活
は
、

ま
さ
に
そ
の
３
密
生
活
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
避
難
所
で
狭
い

ス
ペ
ー
ス
に
詰
め
込
ま
れ
、
精
神
、
体
力
的
に
疲
労
困
憊
の
状
態
で
、
さ

ら
に
避
難
先
が
決
ま
ら
ず
避
難
所
、
親
せ
き
宅
を
転
々
と
す
る
。
医
療
と

い
う
よ
り
も
生
活
環
境
、
食
料
、
水
、
ト
イ
レ
な
ど
の
生
命
維
持
の
基
本

的
な
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
で
集
団
生
活
を
行
う
と
い
う
状
態
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
ク
ラ
ス
タ
ー
が
避
難
所
で
発
生
す
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

北
区
医
師
会
救
急
災
害
委
員
会
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
災
害
避
難
所
運

営
に
つ
い
て
皆
で
暗
澹
た
る
顔
を
突
き
合
わ
せ
協
議
を
行
っ
た
。

　

災
害
発
生
直
後
の
行
政
機
能
の
マ
ヒ
し
た
超
急
性
期
か
ら
亜
急
性
期
の

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
代
表
さ
れ
る
災
害
医
療
チ
ー
ム
が
派
遣
さ
れ
た
時
期
を
脱
し

た
後
の
慢
性
期
に
お
け
る
時
点
で
、
西
日
本
唯
一
と
い
え
る
タ
ー
ミ
ナ
ル

都
市
と
し
て
の
大
阪
市
北
区
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
災
害
避
難
所
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
に
的
を
絞
り
考
察
を
行
っ
た
。

㈡　

避
難
所
の
開
設

　

ま
ず
は
避
難
所
で
の
三
密
を
避
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
、
在
宅
で

の
生
活
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
在
宅
避
難
と
い
う
選
択
肢
を
勧
め
る
（
あ
く

ま
で
も
連
絡
を
確
保
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
が
）

　

避
難
所
で
の
生
活
は
３
密
を
避
け
る
た
め
大
き
な
空
間
は
不
可
欠
で
あ

ろ
う
。
ま
た
指
定
避
難
所
以
外
の
避
難
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
通
常
の
災

害
発
生
時
よ
り
多
く
の
避
難
所
の
開
設
を
図
る
。
避
難
所
の
周
辺
の
駐
車

場
を
利
用
し
車
中
避
難
を
行
う
こ
と
に
よ
り
密
集
、
密
着
を
避
け
る
。
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㈢　

医
療
機
材
の
準
備

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
飛
沫
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い

る
。
通
常
の
避
難
所
の
機
材
以
外
に
感
染
防
護
機
材
の
備
蓄
は
必
要
で
あ

る
。

　

北
区
医
師
会
は
、
現
在
の
各
指
定
避
難
所
に
２
週
間
分
の
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
、
Ｎ
９
４
マ
ス
ク
、
個
人
防
護
服
（
Ｐ
Ｐ
Ｅ
）
グ
ロ
ー
ブ
を
行

政
に
提
供
し
た
。

㈣ 　

避
難
所
入
所
時
の
健
康
状
態
の
確
認
（
避
難
所
生
活
場
所
の
ト
リ

ア
ー
ジ
と
し
て
）

　

避
難
者
の
健
康
状
態
の
確
認
は
、
入
所
受
付
時
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
徹

底
を
図
る
。
災
害
現
場
で
の
病
態
評
価
が
有
名
な
ト
リ
ア
ー
ジ
で
あ
る
と

す
れ
ば
避
難
所
入
所
時
の
生
活
場
所
ト
リ
ア
ー
ジ
も
あ
っ
て
然
る
べ
き
と

考
え
る
。
先
ず
は
感
染
の
可
能
性
が
あ
る
避
難
者
に
対
応
し
た
療
養
避
難

所
と
、
異
常
が
な
い
避
難
者
の
一
般
避
難
所
を
区
別
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
次
に
一
般
避
難
所
で
も
、
在
宅
避
難
者
や
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る

避
難
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
は
か
り
要
配
慮
者
と
し
て
連
絡
を
密
に
と
り

ま
た
避
難
所
内
に
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
。

　

療
養
避
難
所
の
避
難
者
か
ら
更
に
コ
ロ
ナ
陽
性
者
の
確
認
さ
れ
た
避
難

者
は
別
の
コ
ロ
ナ
指
定
医
療
機
関
も
し
く
は
コ
ロ
ナ
指
定
災
害
避
難
所
に

ト
リ
ア
ー
ジ
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
ト
リ
ア
ー
ジ
さ
れ
た
避
難
者

に
対
応
す
る
段
階
的
な
避
難
所
の
開
設
は
行
政
が
ま
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

㈤　

日
々
の
健
康
状
態
の
確
認

　

１
日
２
回
は
避
難
者
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
を
疑
う
症
状
が
出
現
し
た
際
は
、
直
ち
に
運

営
ス
タ
ッ
フ
へ
の
報
告
を
全
員
に
義
務
づ
け
、
一
般
避
難
所
か
ら
療
養
避

難
所
へ
の
誘
導
を
速
や
か
に
行
う
。

㈥　

終
わ
り
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
で
自
然
災
害
が
発
生
し
た
際
の

避
難
所
運
営
を
考
察
し
た
が
、
避
難
所
生
活
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
以
外
の
感
染
症
発
生
の
危
険
性
は
非
常
に
高
い
、
実
際
東
日
本
大
震
災

や
、
熊
本
地
震
の
際
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
流
行
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
安
全
な
避
難
所
運
営
と
感
染
拡
大
の
予
防
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
期
す
る
。
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